
平成26年度第2回香川県教育センター運営協議会

議事次第

日時：平成27年 2月26日（木）

10:00~12:oo 

場所：教育センター3階第1研修室

1. 開 会

2. 所長あいさつ

3. 会長あいさつ

4. 議事

(1)平成26年度事業実施状況について

(2)平成27年度事業計画について

(3)その他

5. 閉 会



戸
平成26年度事業実施状況について

1 調査研究事業

様々な教育課題の解決に向け、先導的・実践的な調査研究に取り組んでいる。研究発表会の開

催や研究報告書等の学校、教育関係機関への配布、 Webサイトでの公開等により、その成果を普

及しているほか、教育センターの研修において、その成果を活用している。

(1)研究テーマ

① 「全国及び香川県の学習状況調査からうかがえる本県の課題と今後の取組J

② 「学校におけるタブレット端末の活用に関する調査研究」 (1年次）

(2)研究発表会

0日時：平成27年1月23日（金） 13: 00~16: 25 

O会場：教育会館ミューズホール

0参加者： 256名

2 教職員研修事業

教職員の資質・能力の向上を図るため、経験年数に応じた研修（基本研修： 1 7講座）や職責・

職能に応じた研修（職務研修： 28講座）、専門的な知識等を習得する研修（専門研修： 32講

座）のほか、小• 中学校教員の長期研修 (10名）、指導が不適切な教員に対する指導改善研修

(1名）、香中研との連携事業（若年教員授業力向上研修： 9教科）などを実施した。

【参考資料1参照］

3 教育相談事業

学校生活の悩みやいじめ、子育て、ネット上のトラブルなどについて、子どもや保護者、教職

員等からの相談に応じている。

また、児童虐待や家庭に問題を抱えた児童生徒等、学校だけでは対応が困難な課題について、

諏支援アドバイザーを派遣するほか、教職員等にセンター職員等が電話や来所で相談を受ける

コンサルテーション事業を行った。

【参考資料2参照】

ー



4 情報教育支援事業

教職員の情報活用能力を育成するため、専門研修 (8講座）を実施するとともに、基本研修に

おいて情報モラルや個人情報保護の講座を実施した。

また、教育センター¥Vebサイトのコンテンツ更新やネットサービス（図書検索サービス、受講

申し込みサービス、アンケートサービスなど）の運用・管理を行っている。

5 カリキュラムセンター事業

各学校における教育活動を支援するため、次の事業を実施している。【参考資料3参照］

O研修サポート事業

学校における研究や研修、教育実践上の諸問題等に関する相談や直接出向いてサポートを行う。

0学校教育指導委員派遣事業（スクーJvアドバイサ"-)

学習指導力や保健指導力、校務分掌遂行力にすぐれた教職員を研修活動等における支援者とし

て各学校（園）に派遣する。

O退職教員学校サポート事業「さぬき学びの支援隊」

退職教員が、学校の要請に応じて、校内研修の講師や放課後の補充指導等の支援を行う。

O研究相談

教育課程や学習指導、学級経営、生徒指導、校内研修などに関する学校からの相談に応じる。

OWebサイトによる情報提供

学習指導案、実践事例、学習成果物などの教育資料を収集し、 Webサイト等で提供する。

0教育資料の貸出

教育図書、研究紀要、各者教科書などの教育資料を収集し、提供する。

0土曜開館

教職員の自主的な研修・研究の場を提供する。
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平成26年度教職員研修事業
ピ

●教職員研修の概要

一
般
研
修

県
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育
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ン
タ
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研
修

0教職経験に応じて身につけなければならない知
識•技能の習得など、実践的指導力の向上を図る
ための指定研修

O職責・職能に応じた知識•技能の習得など、職務
遂行能力の向上を図るための指定研修

0基本研修・職務研修を補い、学校現場のニーズや
国・県の施策等からの要求を踏まえ、専門的な資
質能力の向上を図るための希望研修

0学校教育に関する専門的知識お及び優れた教育技
術を習得することにより、資質の向上と指導力の

充実を図る研修

0教育公務員としての自覚を高めるとともに、教員

としての資質向上と指導力の充実を図る研修

O公開講演（一般研修講座の一部を公開）
O芥年教員授業力,,,]上研修（香中研との連携事業）
O研修サポート

■平成 26年度研修事業の基本方針とその主な内容
0教職員一人一人が資質能力を高め、自信と誇りをもって教壇に立ち、社会の尊敬と信頼を得られる

よう教職生活全体を通じて、より高度な専門性と実践的指導力を身に付ける。

. (1) 教育法規•服務研修の強化く基本研修＞

• 初任者研修 …小・中(H25:0回→H26:3 回）、高• 特(2回→4回）

・教職5年経験者研修…小・中(1回→2回）

・教職 10 年経験者研修••小・中 (1 回→3 回）

・教職 20年経験者研修…小・中(1回→2回）

(2)教員の「多忙感」への対応

0校内研修の負担軽減＜初任者研修＞

• 小学校、中学校•••拠点校指導教員による直接指導の年間時間数
(H25:90時間以上→H26:60時間以上）

• 高校、特別支援学校…校内研究授業(H25:6回→H26:5回）
O職務研修の負担軽減
• 校長研修会（高• 特）•••研修日数 (H25:2 日→H26:1日）

・教頭研修会（高• 特）…研修時間(H25:12時間→H26:9時間）＊日数は2日のまま

O専門研修における研修の精選
・4領域53講座(H25)→5領域 32講座(H26)

（学習指導 13講座、生徒指導・教育相談 l講座、情報教育 10講座、特別支援4講座、

学校経営 4講座）

●研修満足度評価［別紙資料参照]H27. 2. 18現在

※4段階評価
4…たいへん参考になった
3…まあまあ参考になった

z ... あまり参考にならなかった
1…参考にならなかった

-------------
H26 H25(参考）

研修全体 3. 7 3. 8 

基本研修 3. 7 3. 8 

職務研修 3. 7 3. 7 

専門研修 3,8 3.8 
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平成26年度教職員研修満足度評価一覧 I別紙資料 IH27. 2. 19現在
区分 研修名 小中 日数 高特 日数

101 初任者研修（小•中／高•特） 19 3.9 19 

111 教職1年経験者研1~(小•中／高•特） 5 3 
小• 中• 高• 特

121 教職5年経歌者研修：（小•中／高•特） 5 3.8 3 
教諭

131 教識10年経駿者研修（小•中／高•特） 12 3,9 12 

141 教職20年経験者研修（小•中／高•特） 3.5 2 3.5 2 

幼稚園教諭
102幼稚園新規採用教只研修（幼） ， 
132幼稚園教職10年経談者研修（幼） ンン6 
103 新親採用疫袈教踪研修（小•中／高•特） 16 3.9 15 

122 癸蔑教諭5年経験者荘イ色（小•中•高•特） 3,8 3 3 
捉 渡 教 諭

133 養護教諭10年経談者研俗（小•中・商•特） 3,9 7 

142 姿裳教諭20年経談者研修（小・中•高•特） 3.0 2 3.5 2 

104 新規採用栄癸教諭研修（小•中） 15 ／ 

123 栄癸教諭5年経黎者研修（小•中） ／ ＇ 
栄 接教諭等

3 

134栄養教諭10年経敬者研修（小・中） ンン＇ 7 

143 栄養教諭20年経談者研修（小•中） 2 ／ 

実 習 助 手 105 新短採用実習助手•寄宿舎指尊只研修（高•特） ／ 3,8 6 

学校字務職只 106新規採用学校事務職只研イ多（小・中） 3.8 7 ／ 

201 新イ壬校長研修会（小•中／商•特） 3 3.8 1 

202新任副校長研修会（小・中） 3 ／ 

管 理 戦
203 新任教頭研修会（小・中／裔•特） 3 3.9 3 

204 校長研イ色会（裔•特） ／ 3.4 1 

205 教頭・副校長研修会（高•特・県立中） ／ 3.7 2 

206公立幼稚園長研ii,会（幼） 3.7 1 ／ 

207 新任主幹教諭研修会（小•中／高•特） 3 4.0 1 

主幹教諭・指導教諭 208 主幹教諭研修会（高•特） ／ 4.0 1 

209 新任指導教諭研俗会（小•中） 2 / 

210 新任教務主任研俗会（小•中／高•特） 3.9 1 4.0 2 

教務主任等 211 教務主任研イ色会（高•特） ／ 3.6 1 

212 小•中学校教弯指導研俗会（小•中） 2 ／ 

213 新任生徒指蒋主事研佐会（小•中／高•特） 3,7 1 3.8 1 

生徒指器・進路指碑 214 生徒指導主事研修会（高•特） 3.6 3 

215進路指尊主事研修会（高） ／ 3,4 1 

現 識 教 育 216 新任現職教育主任研修会（小•中） 3.9 1 / 

特別支扱教育
217 新任特別支援教弯担当教只研佐会（小•中／特） 3,9 2 3.8 1 

21B 新任特別支援教育コーディネーター研修会（幼I小•中・高） 3.8 2幼 3.6 3 

保健• 安全等
219 新任保健主稟研俗会（小•中） 3.7 1 / 

220 條生笠理者・衛生推進者研修会（高•特·屎立中） ／ 3.5 1 

学 校 図 苫
221 新任司苫教諭研修会（小・中・高•特） 3,6 1 

222理科突習教諭研修会（高） /I  4,0 1 
講 師 等 223 新任露師・姿裳助教諭研修会（小・中•高•特） 4.0 1 

区分 研修名 小中 日数高特 日数

224亨務局等新規採用者研修会（事務尼） 3.7 2 

職 225 学校平務笠理者研修会（高•特） ／ 3,7 1 
務
学校事務職旦等 226 小•中学校主任研修会（小・中） 3.5 1 
研

／ ＇ 修
227 小•中学校事務グループリーダー研修会（小•中） 3.6 1 

228 技能職只（嘱託）研イ径会（高•特） ／ 3.5 I 

区分 研修講座名 評価 対象 日数 定只

301小学校国語科授業づくり 3.7 小 1 40 

302 中学校国語科授業づくり 3.9 中 1 40 

303小学校算数科授業づくり一学翌状況調査に茄づく授業改善一 3.8 小 1 50 

304 中学校数学ー全国学カ・学翌状況調査に茄づく授業改菩一 3.7 中 I 20 

305小学校・外因語活動一英語を用いた授業づくりを考える一 4.0 小中 1 30 

306 中学校・英語一「おもしろい」授業を考える一 3,9 中 1 20 

，，，ナ． 習 指 迎307高校英語一評価を考える一 ／ 高 1 40 

308道徳教育指蒋力向上研径 小中 2 紐 1

309 自然体験活動 4.0 幼小中祁特 l 15 

310地冗の自然から学ぶ！さぬきの森フィールドワーク 4.0 幼小中店符 1 20 

311放射線教脊「正しく知ろう！放射線の基本と活用J 4.0 小中硲特I I 15 

312香川の「ジオ教材Jフィールドワークプログラム〈Partill〉 3.9 小中硲特 1 20 

313授業のユニバーサルデザイン 3.8 小中邸叫 1 60 

生徒指導・教育相談 321発逹障害のある子どもの保蔑者との教育相談 3,8 幼小中祁特 1 60 

専 331特別支援教育におけるバソコン活用 3.9 幼小中祁特 1 40 

門 332 Excel入円（住所録編） 3.8 ,1」1)ヽ'l'iil'i杓布 1 こ40 研 333 Excel入門（成絞処理編） 3,9 功小巾必特亭 1 

修 334 Excel入門（住所録編） 3.7 功1Jヽ中高的寧 1 40 

情 教 育
335 Excel入P月（成絞処理編） 3.7 功,)ヽ,,,祐"""" 1 40 

報
336やってみようプレゼンソフト活用（茄礎・活用編） 3.9 >I」小屯日竹ギ I 40 

337やってみよう屯子黒板活用 幼小中甜特 I 10 

338やってみよう定子品板活用 ／ 幼小中高特 I 10 

339さわってみようタプレット端末 3.6 幼小中祁特 1 20 

340さわってみようタプレット端末 3,7 幼小,1,~~特 I 20 

351 笠理職マネジメン団芹修(1)学校組織マネジメント・メンタルヘルス 3.4 小中怜Jill職 l 20 

氾..,..• 校 経 営
352管理職マネジメント研修(2)学校経営・人材脊成と教且業務改善 3.8 小中~J町職 1 20 

353学校危機管理とその対応 ＇ 3.9 恰·~,小屯町杵事＇ 1 20 

354子どもの命を守る！「南海地震防災シミュレーションJ 3.9 幼小中ぶ的● 1 20 

361特別支援教育院害植別一聰党・含語障杏、祝党障杏一 3.9 幼小中特 1 40 

特別支援教育
362特別支援教育陪害種別ー自閉症、知的障害一 3,6 幼小中特 1 80 

363特別支扱教育障害種別一知的障杏、自閉症一 3.9 幼小中特 1 60 

364特別支扱教育障害祗別ー病弱、発達障害、肢体不自由一 3.9 幼小中特I 1 60 

※4段階評価(4:大変参考になった 3:まあまあ参考になった 2:あまり参考にならなかった 1:参考にならなかった）

※各研修の評価は4段階評価の平均値（空欄は集計中である）



平成26年度教育相談事業 I参考資料2
1 相談事業 (4-1月の相談件数）

(1)学校生活の悩み相談 (H25年度： 1,440件、 H26年度： 2,821件）

平成 26年度の相談件数は前年度の約2倍増であるが、その増加分は同一の相談者からのメール相

談であり、実質上の件数はほぼ同数である。このうち、電話相談は「学校・教師関係」についての周親

からの相談が多く、来所相談は「不登校」「発達障害」の相談が多く中高生本人が来所するケースが増え

ている。

I主訴別相談件数（来所・電話・メール） l 
教師自身の悩み ネット相談 ‘じめ その他

39件(1%) 、35件(1%)_ 「29件11%}__ 223件{8%)

神経症等 ｀ヽヽ , ,--

88件{3%)__ 

交友関係・集団不適応

107件(4%)

進路・適性：＇

141件(S%J しつけ・育て方＼＿不登校

1$3件IS%} 278件(lOlんJ

学校教師関係

1596件(57%)

I 主訴別相談件数（来所）
学校教師閑係

27f牛'¥4%)

教師自身のtえみ
29件{4%)

交友関係・集団不適応

42件{7%)

神棧在等

69件{11")

いじめ 学案不罠学習方法

＇ 12釈2%) , 4件{1%)

＇，その他、 14,2%

＿不登校

202件{31%)

しつけ・育て方、 ．発達ほ害 進路・；；；性

切件{12%) so件(12%) 90件(14%)

(2) 24時間いじめ電話相談

(H25年度： 316件、 H26年度： 627件）

平成 26年度の相談件数は前年度の約2倍増で

あるが、前年度が低かったためで、例年の相談

件数に戻ったといえる。実質「いじめ」の相談件

数は 56件 (H25年度： 84件）と減少傾向である

が、依然として対応に苦慮する相談が多い。

(3) 家庭教育電話相談【子ども•子育てホットライン】

(H25年度： 963件、 H26年度： 763件）

平成26年度、子どもホットラインには266件

(H25年度： 205件）、子育てホットラインには497

件(H25年度： 758件）の相談が寄せられた。栂親が

子育ての悩みや自身の健康問題など家庭環境の困

難な状況を訴えるケースが増えている。

堺 DH15年度 ●沿6年g DH25年度 IH26年度

"' 
'' 

a
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0
 4月 5月 6月 1月 8月 9月 10月 11月"月 i月 2月 3月 4月 5月 6月 1月 8月 9月 10月 II月 12月 1月 2月 3月

(4)ネット上のトラブル相談 (H25年度： 33件、 H26年度： 36件）

平成26年度の相談件数はほぼ前年並みである。中高生のスマートフォンの普及に伴い、 LINE等ソ

ーシャルネットワーキングサービス (SNS)に関するトラブル相談が多い。

2 支援活動

(1)学校支援アドバイザー派遣 (4 月 ~1 月の訪間回数 126 回）

児童虐待や家庭に間題を抱えた児童生徒等、学校だけでは対応が困難な事例に対して、子どもを取

り巻く環境の改善を図るために、学校支援アドバイザーを派遣し学校の取組を支援している。

(2)教職員等へのコンサルテーション

不登校やいじめ、発達障害などの間題解決のために、直接子どもや保護者に関わっている教職員等

に、センター職員等が電話や来所で相談を受けたり学校を訪間して専門的な助言を行ったりします。

5 



参考資料3

平成26年度 カリキュラムセンター事業

●研修サポート事業

① 年度別派遣回数の推移（高松市内の小中粗交への蜘堂I謡く。原則、高松市の小中判交への節魯は、高松詞斡教育センクーが実殿）

H21 H22 H23 H24 H25 

270 3 1 6 405 380 442 

H26 

(H27. l月末現在）

3 8 5 

② 校種，依頼の種類ごとの派遣件数 (1126は、 H27.l月末現在）

小・中 尚等 特別支

会の種類
小学校 中学校

合同 学校 援学校
幼稚園 総計

H26 i H25 H26 i H25 H26 I H25 H26 ' i H25 H26 ! H25 H26 I H25 H26 i H25 
校内研修 62 」! I 74 15 i 14 01 

゜
8 i 15 O； J 4 01 

゜
85 ． ! i ' 107 

教育研究団体 37 35 17 ． i I 16 3j 5 71 8 0 i 
゜
31 1 67 65 

委員会（県，市・町教委） 25 ! 13 3 11 51 8 O； i 7 0 j 

゜
oi I 

゜
33 j 39 

初任者研修 75 i 78 38 ， J I 38 Q, I I 
゜
39 ， I 48 16 J 22 0: ， ＇ 

゜
168 j 186 

教職1年経験者研修

゜
1 0 0 01 

゜
8! 7 1 i 

゜
ol 

゜
gJ 8 

研修員置籍校訪間 13 I 16 5! ， o! 
゜
ol 

゜
oi 

゜
ol 

゜
18 J 25 

その他 1 4 oj 2 31 

゜
01 2 1 i 

゜
01 4 5 i 12 

総計 213 221 78 j 90 11 I 13 62 I s7 18 j 26 31 5 385 J 442 

JJJ[

ロ
（
 
業事遣脈‘‘.‘ 員委導ヒ日↓

 
育教校学

．
 

H23 H24 

48 24 

※平成25年度から、養護、事務、
栄毅、幼稚園教諭のみ

●退職教員学校サポート事業（さぬき学びの支援隊）

□派遣総数 (H26は、 1127.1月末現在）

登録者数 派遣学校数

H24 119人 80校

H25 161人 115校

H26 190人 108校

0教員

登録者数 派遣学校数 延べ派遣回数 登録者数 派遣学校数 延べ派遣回数

H24 119人 80校 1513回 H24 

H25 150人 110校 2667回 H25 11人 11校 138回

H26 179人 97校 1598回 H26 11人 16校 185回

(H26は、 H27.l月末現在） 0事務職員 (1126は、 1127.1月末現在）

※支援内容

・若年教員への指導、放課後の個別指導、生徒指導補助、 Webサイト作成、特別支援学級個別指導等

6
 



●研究相談

O研究相談件数
(H26は、 H27.l月末現在） 00 

H24 H25 H26 70 

60 
1 7 0 585 330 印

※主な相談内容 I 340 0 
情報教育、教育相談、教育課程、教科

20 

10 

゜9月

研究相談件数（件） l .. ・-・=・I 
~ •、... • • • -- -- • 

• 一~ ~ 

' 9月 8月 9月 IO月 11月"月 1月 9月 3月

■ Webサイトによる情報提供

0学習指導案等収集件数

H22 H23 H24 H25 H26 

小 478 611 966 1098 1110 

中 201 221 235 252 253 

晶 102 105 106 106 106 

特支 33 44 48 66 66 

合計 814 981 1355 1522 1535 

(H26は、 H27.I月末現在）

OWebサイト訪間回数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

H24 10, 777 14, 792 13,889 13,220 14,620 12, ,j,l5 15,465 13, 167 10,246 12, 763 10,352 7,295 149,032 

H25 14,511 18,942 20,473 20,846 21,309 19,555 22,922 19, 714 16,161 18,369 13,004 10, 715 216,521 

H26 18,014 20,827 21,845 21,268 22,918 19, 730 25,077 ／ ／ ，，，，，， ／ ／ 205,806 

延べ訪問回数（回）

※平成26年 10月末、 Webサイトリニューアル、

4月 Is月 I6月 I1月 Is月
トップページのカウンタ数

'9月J10月u11月
3,435 

12月

3,966 

1月

4,582 

2月 3月 l合計
11,983 

Webサイト訪問数（回）
-・・・・- . 『-- -- -----------く--

la閲•函 0爛

,000 

15,000 

10,0,"0 

5,000 

゜4月 5月 6月）月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
●教育資料の貸出

0所蔵資料数

教育図書

研究論文等

H26 

12,996冊

40,634点

H27.1月末現在

13,453冊

40,842点
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平成27年度香川県教育センター事業計画慄引こついて 二香川県教育センター
1 調盃研究事業

本県の教育課題亨⑩
実態に即した調蓋研究

① 調査研究

•アクテイプ・ラーニングによ忍翌如演的輯奥
•学校におけるタブレットPCの活用に関す忍斯彗研究
・全国学力•学習状況調盃及び香川県学習状況調査の結果分析ほか

② 研究成果の普及

・研究発表会平成28年2月19日@) ほか

2 孝文職員li刑多績跨肖

三
① 一般洲象（基本研修・職痴賄・専門洲彦）ぽか

・教員の多伯囲屏消に向けた、研修一元化の附佳

・専門性⑪句上や教育課題に対廂する研修の充実

・研修満足度評価をふまえた研修の改善

•香中研と連携した、若年教即頸力向上副極咲疇

② 碑l」\• 中翌磯聰朧

R 疇翠膠
④ 公開講演 Cio回）

3 孝郊首相談事業

関綿躙と測携を図り．
児童生徒・保護者・教職員
への吏度を行う教育相談

① 子ども電話相談、子育て電話相談
② 24躙訛＼改躙縮談

③ 子どもネットトラプル相談

④ 来所（訪問）・メール・FA)く相談
⑮ 学校・教職員・保護者等への支援

•学霙援アドバイザーの派遣 ・教育相談連携ジステムの実施

•孝餓親員へのコンサルテージョン ・出前講座彬的研修・保護者支援｝

4 情報教育支援事業

三
① 教職員の情靱舌用能力の育成（タブレットPC研修を含む）

•情報教育分野の専門研修 (8講座）

•初任者研修・ 10年経験者研修における情報教育研修

② 情報機器等の活用支援

•Web サイト提供サーピス ・教剛癖瞑供サーピス

•園書検索サーピス ・アンケートサービス等

@ ICT活用支援プログラム
•研修サポート • ICT活用支援サイトの運用

5 カリキュラムセンター事業

三
① 研修サボート事業 CH26:385件〈H27.1.31現在〉，H25:442件）

•校内研修等の支援
学習指導•生徒指導・教育相談•特別支援教育・情報教育・学校経営等

② 学校教育指導委貴派遣事業 (H26:11件）

③ 退職教員学校サポート事業（さぬき学びの支援隊登録者数190名、
派遣学校数109校）

④ 研究相談 (H26:330件〈日27.1.31現在〉，H25:585件）

・来所や文書、電話、電子メールによる相談

◎ Webサイトによる教育情報の提供
•学習指導案、実践事例、学習成果物、教育資料、研究論文等
（学習指導案：日26収集数167件、総数1,522件）
◎ 教育資料の貸出
・教育園書、研究紀要、教育雑誌等

（蔵書数：教育図書13,429冊、研究紀要40,635点）

⑦ 施設開放事業等
・研修室の貸出（平日、土曜日）、図書資料室の土曜日開室

6 教育センター移転整備事業

ー



平成27年度教職員研修計画一覧 （研修名の扱の数字は日数） l参考資料,I H27. 2. 26 
区分 基礎菱成期 発展充実期 拡充熟成期 深化頁献期

小• 中 ・1:1・ 特 101 初任者研修（小•中）19 (I;¥・ 特）19 121 教職5年経験者研修（小・中）5 131 教職10年経験者研修（小•中） 12 141 教職20年経験者研修（小•中） 2

教 諭 111教職1年経験者研修（小・中）5 (高•特） 3 121 教職5年経険者研修（底•特） 3 131 教職10年経験者研修（高•特） 12 141 教職20年経験者研修（在•特） 2
基
幼 稚 回 教 諭 102幼稚園新規採用教貝研修 9 132幼稚園教職10年経険者研修 6
本
淡 渡 教 諭 103 新規採用簑護教諭研修（小•中）16 (荘•特） 15 122 炎渡教諭5年経験者研修（小•中•高•特） 3 133 裟設教諭10年経験者研修（小•中） 7(商•特） 7 142 淡護教論20年経験者研佐（小•中）2(高•特）2
研
修 栄 装 教 諭 104 新規採用栄疫教諭研イe,(小•中）15 123栄装教諭5年経敦者研修（小・中）3 134 栄簑教諭10年経験者研修（小•中） 7 143 栄姿教諭20年経駿者研修（小•中） 2

実 平u 助 手 等 105 新規採用実習助手•寄宿含指漢貝研修（？ぶ•特） 6

学校事務職只 106 新規採用学校事務職艮研修（小•中） 7

管 理 職
201 新任校長研修会（小•中）3 (高•特） 1 202 新任副校長研修会（小•中） 3 203 新任教頭研修会（小•中）3 (高•特） 3
204 校長研修会（硲•特） 1 205教頭・副校長研修会(itl・特・貼立中）2 206公立幼稚園長研修会 1

主幹教諭・指導教諭 207新任主幹教諭研修会（小・中）3 (高•特） 1 208 主幹教諭研修会（高•特） 1 209 新任指森教諭研修会（小•中） 2

教 務 主 任 等 210 新任教務主任研修会（小•中） 1(荘•特） 2 211 教務主任研修会（窃•特） 1 212 小•中学校教育指導研修会 2

職 生徒指導・進路指導 213 新任生徒指婆主事研修会（小•中） 1 (麻•特） 1 214 生徒指導主事研修会（商•特） 3 215進路指器主事研修会（高）1

務 現 職 教 百 216 新任現職教育主任研修会（小•中） 1

研 特別支扱教脊 217 新任特別支援教育担当教只研修会（小•中） 2、（特） 1 218 新任特別支援教育コーディネーター研佐会（幼）2、（小•中・商） 3

修 保健• 安全等 219 新任保健主事研修会（小•中） 1 220 栄淡教諭・学校栄捉職貝研修会（小•中•特） 1 221 衛生管理者・梱生推進者研修会（高•特•県立中） 1
が寸,ー. 校 図 芯 222 新任司芯教諭研イ色会（小•中・窃•特） 1

講 師 等 223 新任講師·がむ護助教諭研修会（小•中・裔•特） 1

学校事務職只等
224事務局等新規採用者研修会（事務局）2 225 学校事務管理者研修会（店•特） 1 226 小•中学校主任研修会 1

227小・中学校某務グ）レープリーダー研イ色会 1 228 技詣職旦（嘱託）研修会（裔•特） 1

領域 研修講座名 i 対象 日数 定員 研修講座名 ； 対象 i 日数 定員

301 小学校国語科授業づくり

切I、中特 1 40 ,OS新しい学力をはぐくむ生活科・総合的な学密の吋閲 l;小中 I 20 

302 中学校国語科授業づくり 中特 1 40 307小学校外国語活動指導カ・英語力向上 小 3 約50

学 平~ 指 遵 303小学校冥数科授業づくり 小特 1 40 308中学校英語指導カ・英語力向J: 中 3 約60

304 中学校数学 中特 1 20 309道徳教脊指導力向上 小中 2 約180

305 小•中学校理科授業づくり 小中特 1 40 

tv 

310いじめ問起の視状と課起 沖荘 1 40 313授業のユニバーサルデザイン ［小中高特 I 48 

生徒指迷・教育相談 311 教育相談の体制づくり 小中 1 30 314発達障害のある子どもの保誤者との教育相談 幼小中高特 I 48 

312 教脊相談の視点から行う生徒指導ーアンガーマネヅメント—小中 1 40 

専 315表許算ソフト活用（成絞処理編） 渤小中高特平 1 40 319さわってみようタプレットPC 隣i 小中向特
I ！ 20 

門
情 報 教

316表計麻ソフト活用（成絞処理編） 幼小中高特苓ii 1 40 320授業におけるJCT活用 幼小中荘特 I 20 

研 脊 317やってみようプレゼンソフト活用（基礎・活用編） 幼小中高特平 1 40 321授業におけるJCT活用 幼小中邸特 I 20 

修 318さわってみようタプレットPC 幼小中高特 1 ； 20 322特別支扱教育におけるパソコン活用 幼小中高特 I 40 

特別支援教育
323特別支援教育障害稲別一知的応杏、発達障害一

i! 幼小中特 1 60 325 特別支扱教育障害種別ー自閉症、知的廊害— i幼小中特 1 60 

324特別支援教育節害穏別一肢体不自由、病弱一 幼小中特 1 60 326特別支扱教百認害種別一祝党隣害、聰党・ロ語陪害一幼小中特 i 1 40 

327管理職マネジメント研修会(1)
. i'；' i '; 小中管理職 i' ， i i i 

1 10 330学校危機管理とその対応 搾ii i i •幼小中位i杓吋i i i i 1 20 

学 校 経 営 328管理職マネジメント研修会(2) 小中管理職 1 30 331子どもの命を守る！「南海地震防災シミュレーション」幼小中高特本 1 30 

329管理職マネジメント研修会(3) 小中管理職 1 10 

332理科実習教論のための教材作成セミナー

芯j: ! l i ! j / 

1 

！ ! ! 
30 336 香川の「ジオ教材Jフィールドワークプログラ紅V

！；i !''小中高特 l ！ ! ' ' i 
I 

； i ！ 

20 

その他の教脊課題
333教兵の指導力向上セミナー 小中 3 40 337香川屎学校保健 幼小中高符・医 I 350 

334放射線教育「正しく知ろう！放射線の基礎と活用」 小中高特 1 15 338学校給食危機管理及ぴ念脊推進 小中高特・調 I 400 

335地元の自然から学ぶ！さぬきの森フィールドワーク 幼小中高特 1 20 339学校司芯1こ求められる役割・職務 学校OJ芥（小中） 1 20 

その他 公立小•中学校長期研修 指導改善研俗 公開講演 研修サポート事業 若年教貝授業力向上研修（香中研との述携事業）



I参考資料2 I 
H27.2.26 

教育センター

教育センター利用推進事業（平成27年度新規事業）について

1 . 概要

高松市郷東町に移転（平成 27年 5月）後、教職員の自主的な研修活動等を支援するため、

研修室等施設の開放を拡充するほか、教育相談の面接相談の相談日を拡充し、相談者の便

を図る。

2. 事業内容

① 施設開放事業

県内の教職員団体・グループに対し、その自主的研修・調査研究活動の場として、土曜日

等において研修室を貸し出す。

・貸出H 平日及び土曜日（祝日及び年末年始並びに教育センター行事等に伴い使用

できないIJを除く）

・貸出時間

・対象者

・対象目的

・対象施設

・使用料等

9 時~16 時 30 分の間

県内の公立学校教職員で構成する団体及びグループ

教育に関する自主的研修・調査研究活動

一般研修室（第 1~第8研修室，第 1. 第2中研修室，大研修室）

無料（光熱水・空調骰含む）

② 図書資料室の土曜日開室

教職員の自主的研修等を支援するため、図書資料室「教育ライプラリー」を、現在の平H

に加え土曜日にも開室し、図書資料の閲覧、借出、返却ができるようにする。

・開室日 毎週士曜日（祝日及び年末年始並びに教育センター行事等に伴い使用でき

ない日を除く）

• 開室時間 9 時~16 時

・対象者 教職員、一般

③ 来所相談（教育相談）の土曜日実施

現在、平日のみ実施している面接相談を、土曜日（月 2回）にも実施し、保護者や教職員等

の悩みの相談に臨床心理士等が応じる。

・実施日 毎月第2、第4土曜日（祝H及び年末年始を除く）

・実施時間 13 時~17 時（一人 1 時間）

・対象者 子ども、保護者、教職員等

・対応者 教育センター教育相談員（臨床心理士）、職員

3
 



平成27年度教育センター教育相談体制(H27.5. 7-) 

I 参考資料3 I 

相談窓口（名称） 対象 内容 方法 相談日時 対応者 備 考

年閤
•平日 9:00-17:00

「子ども電話相談」 児堂生徒、高校中退者 学校生活、家庭生活、心身の問 篭話 9:00-21 :00 
電話相談員（嘱託） H27から休日にも対応

翠 •上記以外
自宅電話相談貝（謝金）

年間 •平日 9:00-17:00

「子育て電話相談」 保證者、家族 学校生活、子育て、家庭教育の
電話
9:00-21 :00 電話相談貝（嘱託） H27から休日にも対応学校関係者（教貝等） 問題 •上記以外

自宅篭話相談貝（謝金）
霞話

児堂生徒、高校中退者 •平日 9:00-17:00

「24時間いじめ篭話相談」 保護者、家族 いじめ、学校生活の問題 電話
年問 電話相談貝（嘱託）

学校関係者（教貝等） 24時閤 •上記以外
自宅電話相談員（謝金）

児窟生徒、高校中退者 インターネットに関するトラブル 月躍日～金曜日
「子どものネットトラブル相談」 保護者、家族 （インターネット上のいじめ、個人 電話 9:00-17:00 職貝

学校関係者（教員等） 惰報の無断掲載等） （祝日、年末年始を除く）
心

乳幼児児堂生徒、忘校中 学校教育、家庭教育の問題全般 月曜日～金曜日 H27から
9:00-17:00 ・対象を乳幼児にも拡大来所相談 退者 （不登校、いじめ、発達上の課題

面接 第2、第4土躍日 臨床心理士 •月 2回土躍日にも実施保護者、家族 等）
13:00-17:00 職貝 ・必要に応じて訪問相談を実施学校関係者（教貝等）
（祝日、年末年始を除く）

その他 児堂生徒、忘校中退者
学校教育、家庭教育の問題全般

年24間時間
返信は月眠日～金晦日9:00-17:00

メール相談 保護者、家族 メール 職貝 （祝日、年末年始を除く）
学校関係者（教貝等） （不登校、いじめ、発達上の課姪

等）

学校教育、家庭教育の問題全般
児堂生徒、高校中退者 （不登校、いじめ、発達上の課冦

年間
返信は月曜日～金暇日9:00-17:00

Fぷ相談 保護者、家族 等） FAX 職貝 （祝日、年末年始を除く）
学校関係者（教貝等） 24時間

※H27. 5. 6までは現行体制で実施
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